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・川崎－フックス式シャフト炉 奥山 芳宜他 3-13

・メタルニットバーナ 建部 二朗 3-22
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・鋼材の簡易鑑別法の実務－鋼材の火花試験－ 山本 卓 3-59
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・２１世紀における耐火物業界の技術的課題 市川 健治 5-3

・改正省エネルギー法の要点 大槻 満 6-3

〔研究報告〕

・工業炉技術の変遷と高性能工業炉の開発 森田 光宣 4-57
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・無題 堀 克彦 3-76
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・千葉大学工学部電子機械工学科機械物理システム講座 菱田研究室 1-61
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